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組体操による事故

日本スポーツ振興センターによると、組み体操の事故（小中高）は１１～
１５年度で毎年８千件超あり、１６年度は５千件超。

６９～１６年度で９人が死亡、１０２人が後遺障害を負った。スポーツ庁は
１６年３月、組み体操の安全対策を求める通知を出している。

http://www.asahi.com/topics/word/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%84%E6%8C%AF%E8%88%88%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC.html


学校には指導計画書を提出して
もらっている。

危険度の高い技については、指導計
画書の提出を義務付けている。

保護者への説明は必ず行
うが、その説明する内容に
ついては言及がない。



前回答弁
組体操の全体の流れだとか、内在する危険性ですとか、どういうふうに指導
をするとか、組体操の各演技種目の指導計画のところで出しているところは
説明すべきだというように考えています。

指導計画書には、配慮を要する児童生徒の内容ですとかが入っていますの
で、このままを全てお見せするというわけではなくて、組体操の指導計画に
ついては、さらに学校の中で、私が答弁させていただいたように、細かに、綿
密に計画を立ててきているということもありますので、学校独自の中で、更に
説明する資料等もあろうかと思います。

そこにつきましては、校長の判断の中で行っていくと考えております。

指導計画のところで出しているところは説明すべきだというように考えているのであれば、
指導計画を使用して保護者へ説明するよう徹底したら良いのでは？



３段以上のタワーの小学生の
実施は避けるべきとしている。



町田市の現状（2019年春の運動会分のみ）

人間起こしを実施→７校

三段タワーを実施→３校

四段タワーを実施→１校



9月議会での提案
①指導計画のHP公開

指導計画は、各学校のHPで公開すべきではないか。

保護者が、危険度が高いとされる技の危険性や安全対策について、他校の取り
組みと比較できるようにすべきではないか。

公開する事で、組体操に対しての保護者の方々の理解も深まるはずである。

公開することによるデメリットはほとんど無いと考えられる。



9月議会での提案
②HP公開→保護者説明→教育委員会で
最終判断の順序にかえる
①指導計画書をHPにて公開

保護者がHPで事前に他校の内容と併せて指導計画書を読み、疑問点などを洗い出し
ておく

②保護者への説明会

HP公開からある程度時間をおいてから、保護者への説明会を開催する。（事前にHP
で指導計画書を確認しているので、保護者にとってもより有意義な説明会となるはず）

③教育委員会へ保護者説明会での結果を報告

保護者説明会が終了後、保護者から出た意見や、それに対しての対応を教育委員会
に報告。

報告を受けて、組体操の指導計画に問題がないかどうか、教育委員会で最終的な判
断をする。



9月議会での提案
③安全対策は、技ごとに市で統一基準を
つくる。

現状、同じ技であっても、補助が１人だったり３人だったり、学校によってバラバラで
ある。

同じ技にも関わらず補助の人数に差が大きいと、補助の少ない学校で事故が起こっ
た時には『教育委員会がチェックしておきながら、なぜ補助が少ないままやらせたの
か』と言う議論になることも予想される。

教育委員会として、統一的な基準を設けるべきではないか。
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